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一
九
七
一
年
八
月
一
五
日
、
米
国
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
（
当
時
）

が
金
と
ド
ル
と
の
交
換
停
止
を
中
核
と
す
る
新
経
済
政
策
を
発
表
し

て
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ

て
、
米
ド
ル
を
唯
一
の
基
軸
通
貨
と
す
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国

際
通
貨
制
度
「
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
」
は
崩
壊
し
た
。
以
後
、

ド
ル
は
制
度
的
に
は
基
軸
通
貨
で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
も

国
際
通
貨
制
度
で
支
配
的
な
地
位
を
維
持
し
、
実
質
的
な
基
軸
通
貨

で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

経
済
安
定
化
の
た
め
の
金
融
政
策
の
枠
組
み
と
し
て
、
対
ド
ル
で

の
安
定
を
重
視
す
る
為
替
相
場
制
度
を
採
用
し
て
い
る
国
・
地
域
の

数
は
、
ド
ル
の
基
軸
通
貨
性
の
一
端
を
示
す
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
九
年
時
点
で
、
為
替
相
場
を

金
融
政
策
の
ア
ン
カ
ー
（
い
か
り
、
基
準
）
と
し
て
採
用
す
る
国
・

地
域
は
八
〇
ヵ
国
・
地
域
あ
り
、
う
ち
三
八
ヵ
国
・
地
域
が
ド
ル
、

二
五
ヵ
国
・
地
域
が
ユ
ー
ロ
、
八
ヵ
国
が
複
数
通
貨
で
構
成
す
る
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
ア
ン
カ
ー
と
す
る
。
日
本
円
や
英
国
ポ
ン
ド
も
広
く
利

用
さ
れ
る
国
際
通
貨
だ
が
、
金
融
政
策
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
い
る
国

は
な
い
。
中
国
の
人
民
元
も
、
〇
九
年
に
貿
易
決
済
の
導
入
に
始
ま

り
、
段
階
的
な
国
際
化
が
進
ん
で
き
た
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
集
計
で
は
、

人
民
元
を
ア
ン
カ
ー
と
し
て
い
る
国
・
地
域
は
な
い
。

　

ド
ル
を
ア
ン
カ
ー
と
す
る
国
・
地
域
が
米
州
か
ら
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
、中
東
・
ア
フ
リ
カ
と
、世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

ユ
ー
ロ
を
ア
ン
カ
ー
と
す
る
の
は
ユ
ー
ロ
未
導
入
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
や

Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
国
な
ど
欧
州
域
内
と
、
ユ
ー
ロ
圏
と
歴
史
的
、
経
済

的
、
制
度
的
結
び
つ
き
が
深
い
ア
フ
リ
カ
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
ド
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ル
と
ユ
ー
ロ
の
国
際
通
貨
と
し
て
の
影
響
力
の
差
は
大
き
い
。

ド
ル
優
位
の
国
際
通
貨
制
度
の
行
方

　

し
か
し
、
ド
ル
の
圧
倒
的
優
位
に
も
変
化
の
兆
し
は
あ
る
。
対

ド
ル
で
の
為
替
相
場
の
安
定
を
重
視
す
る
国
・
地
域
は
な
お
多
い

が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
・
地
域
に
占
め
る
割
合
は
低
下
し
て
い
る
。
替

わ
っ
て
、
為
替
相
場
の
変
動
を
容
認
し
、
イ
ン
フ
レ
目
標
に
基
づ
く

金
融
政
策
に
よ
る
経
済
の
安
定
化
を
目
指
す
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る

（
図
）。

　
「
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
」
崩
壊
後
の
国
際
通
貨
制
度
は
、
明
確

な
ル
ー
ル
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
欠
く
「
ノ
ン
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。
資

本
移
動
の
自
由
化
が
進
み
、
新
興
国
・
途
上
国
は
資
本
移
動
の
恩
恵

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
米
国
の
金
融
政
策
の
変
更
や
米
国
発

の
金
融
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
や
す
く
も
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
応

で
も
、
米
国
の
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
、
大
量
の
ド

ル
の
流
動
性
を
供
給
し
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
役
割
を
果

た
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
金
融
政
策
の
出
口
に
進
む
過
程

で
は
、
困
難
に
陥
る
新
興
国
が
出
て
き
か
ね
な
い
。

　

米
中
摩
擦
は
、
中
国
の
ド
ル
離
れ
を
促
し
、
Ｅ
Ｕ
も
「
戦
略
的
自

立
」
を
目
指
し
、ユ
ー
ロ
の
国
際
化
推
進
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
で
に
世
界
経
済
に
お
け
る
米
国
の
圧
倒
的
な
優
位
は
、
中
国
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
五
〇
年
が
経
過
し
た
国
際
通
貨
制
度
は
、
ド
ル
一
強
の
不
安
定
な

ノ
ン
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
よ
り
多
元
的
で
安
定
的
な
制
度
へ
と
移
行
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
●

図　IMF加盟国の金融政策のアンカーの構成比
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（注）各年4月末時点の加盟国数に占める割合
（資料）IMF ‘Annual Report on Exchange Arrangements and exchange restrictions 2019’




